
産業建設常任委員会審査日程 

 

日 時  令和元年９月６日（金）  

     午前９時～ 

場 所  第１委員会室 

審査内容   

 

１ 議案第６６号 平成３０年度山陽小野田市水道事業決算認定について 

（水道） 

 

２ 議案第６７号 平成３０年度山陽小野田市工業用水道事業決算認定について

（水道） 

 

３ 議案第８２号 平成３０年度山陽小野田市水道事業会計未処分利益剰余金 

の処分について（水道） 

 

４ 議案第８３号 平成３０年度山陽小野田市工業用水道事業会計未処分利益 

剰余金の処分について（水道）  

 

５ 請願第１号  旭町地域における農用地区域内の農地除外に関する請願書 

 

 

６ 議案第６４号 平成３０年度山陽小野田市小型自動車競走事業特別会計 

歳入歳出決算認定について（公営） 

 

７ 議案第６２号 平成３０年度山陽小野田市下水道事業特別会計歳入歳出 

決算認定について（下水） 

 

８ 議案第６３号 平成３０年度山陽小野田市農業集落排水事業特別会計歳入 

歳出決算認定について（下水） 

 

９ 議案第５７号 平成３０年度山陽小野田市駐車場事業特別会計歳入歳出 

決算認定について（都市） 

 

10 議案第６１号 平成３０年度山陽小野田市地方卸売市場事業特別会計歳入 

歳出決算認定について（農林） 

 

11 議案第７７号 山陽小野田市森林環境整備基金条例の制定について（農林） 

 

※【審査番号５→審査番号６】は午後 1 時から固定とします。 



1 業　務　量 (当年度) (前年度) (増減)

（ 1 ） 62,407 人 62,875 人 △ 468 人
（ 2 ） 28,781 戸 28,709 戸 72 戸
（ 3 ） 8,645,948 ㎥ 8,613,157 ㎥ 32,791 ㎥
（ 4 ） 7,426,005 ㎥ 7,457,273 ㎥ △ 31,268 ㎥
（ 5 ） 85.89 ％ 86.58 ％ △ 0.69 ％

2 収益的収支（税抜き）

収益的収入 1,452,718,930 円
収益的支出 1,380,329,150 円
当年度純利益 72,389,780 円
その他未処分利益剰余金変動額 （※全額非現金） 207,512,231 円

279,902,011 円
利益処分案 (自己資本金)　 （※非現金分） △ 207,512,231 円

〃 (建設改良積立金) △ 72,389,780 円
繰越未処分利益剰余金 0 円

3 資本的収支（税込み）

資本的収入 283,662,411 円
資本的支出（H29’繰越分 97,804,746含む） 1,032,836,150 円
差引不足額 △ 749,173,739 円
補てん額 749,173,739 円

（補てん額内訳）

当年度分損益勘定留保資金 491,839,891

当年度分消費税資本的収支調整額 49,821,617

減債積立金 207,512,231

※資本的支出予算（建設改良費）のうち27,540,000は次年度に繰り越した。

4 積　立　金

（名称） (期首残高） (取崩） (積立) （当年度決算）

減債積立金 574,240,837 △ 207,512,231 0 366,728,606 円

建設改良積立金 280,481,175 0 72,389,780 352,870,955 円
水源涵養林整備積立金 30,187,500 0 0 30,187,500 円

合 計 884,909,512 △ 207,512,231 72,389,780 749,787,061 円
※利益処分予定

5 引　当　金　（固定負債のみ）

（名称） (期首残高） (取崩） (引当) （期末残高）

退職給付引当金 448,574,573 △ 6,676,554 232,483 442,130,502 円

修繕引当金 305,751,175 0 0 305,751,175 円

6 企　業　債
(期首残高） (償還） (借入) （期末残高）

建設改良に伴う企業債 5,176,517,395 △ 352,603,711 223,400,000 5,047,313,684 円

有 収 率

当年度未処分利益剰余金

平成30年度決算の概要　　　【水道事業】

給 水 人 口
給 水 戸 数
配 水 量
有 収 水 量
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(平成30年4月1日から

(単位：円）

1 業務活動によるキャッシュ・フロー 決算値 正味ＣＦ

当年度純利益 72,389,780 72,389,780

減価償却費 434,705,870 434,705,870

長期前受金戻入額 △ 76,747,364 △ 76,747,364

受取利息及び受取配当金 △ 1,952,903 △ 1,952,903

支払利息 72,384,234 72,384,234

有形固定資産除却損 135,636,758 135,636,758

※ 未収金の増減額 △ 41,650,564

※ 未払金の増減額 △ 6,690,861

たな卸資産の増減額 △ 1,755,373 △ 1,755,373

※ 引当金の増加額 △ 5,561,178

※ その他流動資産の増加額 22,543,649

※ その他流動負債の減少額 △ 4,106,351

小計 599,195,697 634,661,002

受取利息及び受取配当金 1,952,903 1,952,903

支払利息 △ 72,384,234 △ 72,384,234

業務活動によるキャッシュ・フロー 528,764,366 564,229,671

2 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 630,410,822 △ 630,410,822

国庫補助金等による収入 33,666,667 33,666,667

一般会計又は他の特別会計からの繰入金による収入 26,595,744 26,595,744

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 570,148,411 △ 570,148,411

3 財務活動によるキャッシュ・フロー

企業債による収入 223,400,000 223,400,000

企業債の償還による支出 △ 352,603,711 △ 352,603,711

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 129,203,711 △ 129,203,711

資金増加額(又は減少額） △ 170,587,756 △ 135,122,451

資金期首残高 1,747,548,949 1,747,548,949

資金期末残高 1,576,961,193 1,612,426,498

平成31年3月31日まで) 

「正味ＣＦ」(ｺﾞｼｯｸ体表記)…
公営企業の未収・未払等の変動額(※)は、決算日後約１カ月程度でほぼ精算される。これらの影響を除外し
て、通年の事業活動に由来する資金の増減を「正味ＣＦ(ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ)」として試算した。

平成30年度　山陽小野田市水道事業キャッシュ・フロー計算書
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平成30年度期末（A） 平成29年度期末(B) 比較増減（A）－（B）

11,108,524,152 11,044,059,958 64,464,194

11,105,798,387 11,041,266,443 64,531,944

土 地 549,467,069 549,467,069 0

建 物 581,122,588 581,122,588 0

構 築 物 18,746,548,372 18,453,806,210 292,742,162

機 械 及 び 装 置 2,245,503,311 2,237,550,258 7,953,053

車 輌 運 搬 具 32,985,720 32,257,686 728,034

工 具 器 具 及 び 備 品 114,007,402 109,321,006 4,686,396

減 価 償 却 累 計 額 △ 11,195,687,971 △ 10,977,876,020 △ 217,811,951

建 設 仮 勘 定 31,851,896 55,617,646 △ 23,765,750

2,725,765 2,793,515 △ 67,750

施 設 利 用 権 1,870,750 1,938,500 △ 67,750

電 話 加 入 権 855,015 855,015 0

1,802,121,107 1,950,856,649 △ 148,735,542

1,576,961,193 1,747,548,949 △ 170,587,756

201,314,259 159,663,695 41,650,564

△ 7,679,211 △ 8,669,137 989,926

19,737,718 17,982,345 1,755,373

1,287,204 1,270,447 16,757

449,360 448,350 1,010

9,950,584 32,512,000 △ 22,561,416

100,000 100,000 0

12,910,645,259 12,994,916,607 △ 84,271,348

5,436,539,022 5,578,239,432 △ 141,700,410

4,688,657,345 4,823,913,684 △ 135,256,339

442,130,502 448,574,573 △ 6,444,071

305,751,175 305,751,175 0

643,370,990 646,242,755 △ 2,871,765

358,656,339 352,603,711 6,052,628

195,744,762 202,435,623 △ 6,690,861

30,995,595 29,122,776 1,872,819

57,974,294 62,080,645 △ 4,106,351

1,319,606,245 1,331,695,198 △ 12,088,953

2,797,834,956 2,777,902,761 19,932,195

△ 1,478,228,711 △ 1,446,207,563 △ 32,021,148

4,085,807,057 3,928,118,729 157,688,328

4,085,807,057 3,928,118,729 157,688,328

1,425,321,945 1,510,620,493 △ 85,298,548

468,022,653 468,022,653 0

県 及 び 国 庫 補 助 金 134,297,029 134,297,029 0

工 事 負 担 金 227,450,483 227,450,483 0

受 贈 財 産 評 価 額 43,712,404 43,712,404 0

寄 附 金 349,304 349,304 0

そ の 他 資 本 剰 余 金 62,213,433 62,213,433 0

957,299,292 1,042,597,840 △ 85,298,548

（※うち現金） (※ 749,787,061) (※ 884,909,512) (※ △ 135,122,451)

減 債 積 立 金 366,728,606 574,240,837 △ 207,512,231

建 設 改 良 積 立 金 280,481,175 132,394,731 148,086,444

水源涵養林整備積立金 30,187,500 30,187,500 0

未 処 分 利 益 剰 余 金 279,902,011 305,774,772 △ 25,872,761

（※うち現金） (※ 72,389,780) (※ 148,086,444) (※ △ 75,696,664)

12,910,645,259 12,994,916,607 △ 84,271,348

そ の 他 流 動 資 産

平成30年度　　貸借対照表前年度比較表　　（水道事業）

科　　　　　　　　　　　　　　　　　　目

資

産

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

流 動 資 産

現 金 預 金

未 収 金

貸 倒 引 当 金

貯 蔵 品

仮 払 金

前 払 費 用

前 払 金

そ の 他 流 動 負 債

資 産 合 計

負

債

固 定 負 債

企 業 債

退 職 給 付 引 当 金

修 繕 引 当 金

流 動 負 債

企 業 債

未 払 金

賞 与 引 当 金

負 債 ・ 資 本 合 計

繰 延 収 益

長 期 前 受 金

同 収 益 化 累 計 額

資

本

資 本 金

自 己 資 本 金

剰 余 金

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金
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1 業　務　量 (当年度) (前年度) (増減)

（ 1 ）基本使用(契約)水量 9,015,500 ㎥ 9,015,500 ㎥ 0 ㎥
うち日産化学 2,372,500 ㎥ 2,190,000 ㎥ 182,500 ㎥

うち田辺三菱 4,891,000 ㎥ 5,073,500 ㎥ △ 182,500 ㎥

うち西部石油 1,752,000 ㎥ 1,752,000 ㎥ 0 ㎥

（ 2 ） 7,576,387 ㎥ 8,598,610 ㎥ △ 1,022,223 ㎥

2 収益的収支（税抜き）

収益的収入 275,690,519 円
収益的支出 255,237,396 円
当年度純利益 20,453,123 円
その他未処分利益剰余金変動額 0 円

20,453,123 円
利益処分案 (自己資本金)　 0 円

〃 (建設改良積立金) △ 20,453,123 円
繰越未処分利益剰余金 0 円

3 資本的収支（税込み）

資本的収入 66,000,000 円
資本的支出 39,414,134 円
措置額 △ 66,000,000 円
差引不足額 △ 39,414,134 円
補てん額 39,414,134 円

（補てん額内訳）

当年度分損益勘定留保資金 38,158,214

当年度分消費税資本的収支調整額 1,255,920

※資本的支出予算（建設改良費）のうち29,171,000は次年度に繰り越した。

4 積　立　金

（名称） (期首残高） (取崩） (積立) （当年度決算）

利益積立金 18,000,000 0 0 18,000,000 円

減債積立金 154,777,009 0 0 154,777,009 円
建設改良積立金 377,099,653 0 20,453,123 397,552,776 円
水源涵養林整備積立金 27,000,000 0 0 27,000,000 円

合 計 576,876,662 0 20,453,123 597,329,785 円
※利益処分予定

5 引　当　金

（名称） (期首残高） (取崩） (引当) （期末残高）

退職給付引当金 79,160,216 △ 1,137,191 0 78,023,025 円

修繕引当金 113,487,783 0 0 113,487,783 円

6 企　業　債
(期首残高） (償還） (借入) （期末残高）

建設改良に伴う企業債 185,446,836 △ 22,459,214 0 162,987,622 円

平成30年度決算の概要　　　【工業用水道事業】

実績水量

当年度未処分利益剰余金
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(平成30年4月1日から

(単位:円）

1 業務活動によるキャッシュ・フロー 決算値 正味ＣＦ

当年度純利益 20,453,123 20,453,123

減価償却費 27,851,190 27,851,190

長期前受金戻入額 △ 3,993,158 △ 3,993,158

受取利息及び受取配当金 △ 2,057,341 △ 2,057,341

支払利息 3,677,864 3,677,864

有形固定資産除却損 37,355,791 37,355,791

※ 未収金の増減額 △ 64,196

※ 未払金の増減額 △ 5,809,916

※ 引当金の増加額 △ 2,250,055

※ その他流動資産の増加額 △ 10

小計 75,163,292 83,287,469

受取利息及び受取配当金 2,057,341 2,057,341

支払利息 △ 3,677,864 △ 3,677,864

業務活動によるキャッシュ・フロー 73,542,769 81,666,946

2 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 15,699,000 △ 15,699,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 15,699,000 △ 15,699,000

3 財務活動によるキャッシュ・フロー

企業債の償還による支出 △ 22,459,214 △ 22,459,214

※ 一般会計又は他の特別会計からの償還金 66,000,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 43,540,786 △ 22,459,214

資金増加額(又は減少額） 101,384,555 43,508,732

資金期首残高 522,612,061 522,612,061

資金期末残高 623,996,616 566,120,793

平成30年度山陽小野田市工業用水道事業キャッシュ・フロー計算書
平成31年3月31日まで) 

「正味ＣＦ」(ｺﾞｼｯｸ体表記)…
公営企業の未収・未払等の変動額(※)は、決算日後約１カ月程度でほぼ精算される。これらの影響を除外し
て、通年の事業活動に由来する資金の増減を「正味ＣＦ(ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ)」として試算した。
「他の特別会計からの償還金」も、単に固定資産から流動資産への振替えのため、除外している。
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平成30年度期末（A） 平成29年度期末(B) 比較増減（A）－（B）

996,139,600 1,111,647,581 △ 115,507,981

798,117,294 847,625,275 △ 49,507,981

土 地 66,007,118 66,007,118 0

建 物 82,174,988 82,174,988 0

構 築 物 1,224,665,494 1,285,016,870 △ 60,351,376

機 械 及 び 装 置 392,685,592 392,685,592 0

車 輌 運 搬 具 1,870,813 1,870,813 0

工 具 器 具 及 び 備 品 1,335,444 5,270,740 △ 3,935,296

減 価 償 却 累 計 額 △ 970,622,155 △ 985,400,846 14,778,691

建 設 仮 勘 定 0 0 0

22,306 22,306 0

電 話 加 入 権 22,306 22,306 0

198,000,000 264,000,000 △ 66,000,000

他 会 計 貸 付 金 198,000,000 264,000,000 △ 66,000,000

648,866,225 547,417,464 101,448,761

623,996,616 522,612,061 101,384,555

24,858,439 24,794,243 64,196

11,170 11,160 10

0 0 0

1,645,005,825 1,659,065,045 △ 14,059,220

331,547,534 355,635,621 △ 24,088,087

140,036,726 162,987,622 △ 22,950,896

78,023,025 79,160,216 △ 1,137,191

113,487,783 113,487,783 0

57,920,919 64,352,017 △ 6,431,098

22,950,896 22,459,214 491,682

28,668,002 34,477,918 △ 5,809,916

5,952,021 7,064,885 △ 1,112,864

350,000 350,000 0

101,519,809 105,512,967 △ 3,993,158

316,662,883 325,012,145 △ 8,349,262

△ 215,143,074 △ 219,499,178 4,356,104

466,215,745 447,681,640 18,534,105

466,215,745 447,681,640 18,534,105

687,801,818 685,882,800 1,919,018

90,472,033 90,472,033 0

工 事 分 担 金 72,133,332 72,133,332 0

受 贈 財 産 評 価 額 1,984,881 1,984,881 0

寄 附 金 16,353,820 16,353,820 0

そ の 他 資 本 剰 余 金 0 0 0

597,329,785 595,410,767 1,919,018

（※うち現金） (※ 597,329,785) (※ 576,876,662) (※ 20,453,123)

利 益 積 立 金 18,000,000 18,000,000 0

減 債 積 立 金 154,777,009 154,777,009 0

建 設 改 良 積 立 金 377,099,653 342,142,875 34,956,778

水源涵養林整備積立金 27,000,000 27,000,000 0

未 処 分 利 益 剰 余 金 20,453,123 53,490,883 △ 33,037,760

（※うち現金） (※ 20,453,123) (※ 34,956,778) (※ △ 14,503,655)

1,645,005,825 1,659,065,045 △ 14,059,220

平成30年度　　貸借対照表前年度比較表　　（工業用水道事業）

科　　　　　　　　　　　　　　　　　　目

資

産

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

投 資

流 動 資 産

現 金 預 金

未 収 金

前 払 費 用

そ の 他 流 動 資 産

資 産 合 計

負

債

固 定 負 債

企 業 債

退 職 給 付 引 当 金

修 繕 引 当 金

流 動 負 債

企 業 債

未 払 金

賞 与 引 当 金

利 益 剰 余 金

負 債 ・ 資 本 合 計

そ の 他 流 動 負 債

繰 延 収 益

長 期 前 受 金

同 収 益 化 累 計 額

資

本

資 本 金

自 己 資 本 金

剰 余 金

資 本 剰 余 金

資料　6/6



水道事業広域化の
検討状況について

□■□■山陽小野田市議会 産業建設常任委員会 報告■□■□

□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■

山陽小野田市水道局
令和元年(2019年)９月６日（金）



平成25年
(2013年)4月

将来的な広域化を視野に入れて調査研究すること
で両市の水道事業管理者の意向が一致

平成25年
（2013年）7月

両市の中堅職員各4名で構成する水道事業広域化
研究会を設置

平成26年
（2014年）7月

水道事業広域化研究会が「水道事業広域化研究会
報告書（最終報告）」を両市の管理者に提出

平成27年
（2015年）2月

両市の市長による意見交換により水道事業広域化
の方針で意見が一致

平成27年
（2015年）6月

宇部市・山陽小野田市水道事業広域化検討委員会
第１回会議開催

水道事業広域化検討に係る経緯宇 部 市
山陽小野田市

①



水道事業の現状（両市共通）

人口減少等 水需要減少 料金収入減少

施設・管路の
老朽化対策

施設・管路の
耐震化対策

施設・管路の
ダウンサイジング

投資的経費

職員数の
減少

職員の
高齢化

技術継承の
不安

②



広域連携のメリット

☝ヒト(人材)
・事務の共同処理による組織のスリム化
・専門的な知識をもつ職員の確保
・災害・事故等の緊急時対応力強化等

☝モノ(施設)
・施設規模の拡大によるスケールメリット
・施設の統廃合による、二重投資の回避
・弾力的な水運用による危機管理能力の向上

☝カネ(資金)
・経営規模の拡大による資金の弾力的な運用
・地域全体における費用の縮減
・国の交付金・交付税などの活用

③



☝事業統合

水道事業広域化の形態(参考)

☝経営の一体化

☝管理の一体化

☝施設の共同化

経営主体が一つだが、
認可上、事業は別の
形態

維持管理業務や総務
系の事務処理などを
共同実施する形態

浄水場、水質試験セ
ンターなどの共同施
設を保有する形態

経営主体も事業も一つ
に統合された形態

④



検討委員会中間報告 平成28年（2016年）3月

☝

☝

☝

☝

☝

浄水場再編に伴う施設整備事業費の削減ができ、ケース別に両市が
個別に事業する場合に比べて、約1億8千万円から12億円の効果を
得ることができる。

浄水場再編による効率化により、再編後のランニングコストと次期
更新事業費の圧縮効果が得られる。

業務等の効率化により、収益的支出の削減効果が生じ、経営の
一体化以上のレベルでは年間約1億2千万円＋αの効果を得られる。
それ未満のレベルでは効果額は半分未満となる。

将来に向けた水道料金の改定率の抑制が期待できる。

計画的な人材育成や災害時の要員確保及び応急資機材の充実等を
図ることが可能となる。

⑤



現時点での合意内容 検討委員会第9回会議 2019.8.5

☝広域化の形態
経営の一体化 事業統合

水道事業認可、水道料金、財
務会計等の事務事業や制度
等、宇部市と山陽小野田市で
別々に管理

水道事業認可、水道料金、財
務会計等をすべて統合
⇒事業統合と同時に宇部市の
水道料金に統一

☝浄水場再編計画

広瀬浄水場 中山浄水場 高天原浄水場 鴨庄浄水場

宇部市 山陽小野田市

最終的に広瀬浄水場に浄水機能を集約し、高天原浄水場、
中山浄水場、広瀬1系2系を段階的に廃止する

厚東川水系 厚狭川水系

⑥



水道事業広域化の推進

☝水道広域推進室の設置（2019年4月）

宇部市・山陽小野田市の職員で構成
水道事業広域化に関する庶務を担当

☝検討委員会専門部会の設置（2019年4月）

総務系・営業系・工務系・浄水系の専門
分野における事務事業共同化の調整を担う

連
携 報告・審議

宇
部
市
・
山
陽
小
野
田
市

水
道
事
業
広
域
化
検
討
委
員
会

⑦



今後の予定

構
成
市

検
討
委
員
会
最
終
報
告

両
市
長
覚
書
締
結

構
成
市
議
会

検
討
委
員
会
経
過
報
告

法
定
協
議
会
設
置
議
案
上
程

法
定
協
議
会
設
置

法定協議会
開催

法
定
協
議
会
最
終
会
議

法定協議会
経過報告

両
市
長
基
本
協
定
締
結

両
市
の
水
道
事
業
設
置
条
例

廃
止
・

一
部
事
務
組
合
設
置
条
例

な
ど
関
係
条
例
上
程

企
業
団
設
置
認
可
申
請

条
例
・
予
算
案
上
程

両
市
水
道
事
業
廃
止
届
・

創
設
水
道
事
業
認
可
申
請

広
域
水
道
企
業
団
事
業
開
始

一
部
事
務
組
合

⑧

R2.4月

R4.4月
※可能な限り前倒し



令和元年第 3 回(9 月)定例会 

産業建設常任委員会提出資料 

 

P.1 競走場別車券売上金額入場者数利用者数集計表 

(全開催) 

 

P.2 平成 30 年度山陽小野田市小型自動車競走事業 

特別会計決算 その１ 

 

P.3 平成 30 年度山陽小野田市小型自動車競走事業 

特別会計決算 その２ 

 

 

令和元年 9 月 6 日 

公営競技事務所 





資料２

歳入額 円

歳出額 円

差引額 円

歳入額 円

歳出額（前年度繰上充用金を除く。） 円

差引額 円

３．累積赤字額
円

円

円

４．リース料
円

平成３０年度返済額　イ 円

円

５．２つの債務解消額（上記３．４より）
円

円 Ａ
円

６．施設改善基金
円

平成３０年度積立額 円

円

平成３０年度取崩額 円

・当該年度増減額 円 Ｂ
円

７．財政調整基金
円

平成３０年度積立額 円

利息積立額 円

平成３０年度取崩額 円

・当該年度増減額 円 Ｃ
円

基金増減合計額 （Ｂ＋Ｃ） 円

実質収支改善額 （Ａ＋B＋C） 円

1,156

0

1,156

平成３０年度末残額 115,965,174

29,458,460

平成３０年度末残額 476,801,082

平成２９年度末（５月末）残額 115,964,018

0

平成２９年度末（５月末）残額【財政対応分含む。】 447,342,622

40,000,000

利息積立額【財政対応分0円含む。】 4,460

10,546,000

平成２９年度末２つの債務総額 1,952,733,522

平成３０年度２つの債務解消額（ア＋イ） 85,466,665

平成３０年度末２つの債務残額 1,867,266,857

平成３０年度末残額 613,707,554

平成２９年度末累積赤字額 1,262,312,968

平成３０年度解消額（上記　①）　ア 8,753,665

平成３０年度末累積赤字残額 1,253,559,303

（繰上充用額）

平成２９年度末残額 690,420,554

76,713,000

２．平成３０年度単年度収支

9,818,016,337

9,809,262,672

8,753,665

平成３０年度山陽小野田市小型自動車競走事業特別会計決算　その１

29,459,616

114,926,281

１．平成３０年度　歳入･歳出決算

9,818,016,337

11,071,575,640

▲ 1,253,559,303

（繰上充用額　　１２億６，０００万円）

 ２



資料３

１　開催に係る収支
【単位　円】

項　　　　目 歳　　　入 歳　　　出 備　　　　考

①

入場料収入 2,633,500 特別入場料

場外事務協力費 296,077,324

その他収入 38,508,497 事故金、雑入、貸付収入

② 義務的経費 義務的経費の合計：5,337,998,325円

　払戻金 5,176,580,110

  JKA交付金 161,418,215 うち１.２号交付金の合計：124,426,027

公営競技納付金 0 ※枠取分

③ 開催経費 開催経費の合計：2,016,637,532円

　賞典費 513,663,855

　事務協力費 512,421,720

　返還金 86,777,900

　その他開催経費 860,306,038

（収益保証） 43,468,019

④ その他支出

⑤ 包括的民間委託料 467,799,264 ※日本写真判定

⑥ 合　　　　　　計 7,822,435,121 7,822,435,121

２　開催以外に係る収支
項　　　　目 歳　　　入 歳　　　出 備　　　　考

⑦ 基金繰入

財調基金繰入金 0

施改基金繰入金 10,546,000

財政調整基金利子 1,156

施設改善基金利子 4,460

（収益保証） 43,468,019

⑧ リース料 76,713,000

　地域公益事業 8,795,002

　調査委託料 2,646,000

　設計委託料 7,900,000

財政調整基金積立金 1,156

施設改善基金積立金 4,460

前年度繰上充用金 1,262,312,968

固有経費 30,742,974

⑨ 合　　　　　　計 54,019,635 1,389,115,560

３　重勝式に係る収支
項　　　　目 歳　　　入 歳　　　出 備　　　　考

⑩ 新重勝式発売金 1,500,928,000 返還金19,712,000円を含む。

⑪ 義務的経費

新重勝式払戻金 1,036,851,200

新重勝式返還金 19,712,000

JKA交付金 7,406,080

⑫ 開催経費

開催場負担金 10,461,184

特別拠出金 140,715,520

⑬ 発売業務委託料 177,745,920

⑭ 施設改善基金積立金 26,499,474

⑮ 合　　　　　　計 1,500,928,000 1,419,391,378

４　ミッドナイトレースに係る収支
項　　　　目 歳　　　入 歳　　　出 備　　　　考

⑯ 勝車投票券発売金 479,781,600 返還金15,200円を含む。

オートレース活性化推進事業助成金 4,320,000

⑰ 義務的経費

　払戻金 334,411,630

　JKA交付金 7,235,794

⑱ 開催経費

　賞典費 22,512,600

　返還金 15,200

　その他開催経費 106,425,850

⑲ 施設改善基金積立金 13,500,526

⑳ 合　　　　　　計 484,101,600 484,101,600

小型会計歳入歳出合計 9,818,016,337 11,071,575,640

76,713,000

単年度収支額 8,753,665

85,466,665

29,459,616

114,926,281

基金増減合計額（Ｆ）

実質収支改善額（Ｅ＋Ｆ）

0

平成３０年度山陽小野田市小型自動車競走事業特別会計決算　その２

本場開催発売金 7,485,215,800 返還金86,777,900円を含む。

その他開催経費

（Ａ）　歳入　－　歳出 0

合　計　（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ）＋（Ｄ） ▲ 1,253,559,303

債務解消額（特例交付金・リース料の計）

２つの債務解消額

（Ｂ）　歳入　－　歳出 -1,335,095,925

（Ｃ）　歳入　－　歳出 81,536,622

（Ｄ）　歳入　－　歳出

  ３



委員会資料 

議案第６２号                               下水道課                                                      

平成３０年度山陽小野田市下水道事業特別会計歳入歳出決算 

歳 入                                   (単位：円)  

款 予 算 額 決 算 額 予算額と決算額との比較 

１ 分 担 金 及 び 負 担 金 18,910,000 23,924,817 5,014,817 

２ 使 用 料 及 び 手 数 料 616,028,000 566,631,599 △49,396,401 

３ 国 庫 支 出 金 340,909,400 285,721,630 △55,187,770 

４ 繰 入 金 1,119,823,000 1,119,000,000 △823,000 

５ 繰 越 金 3,682,075 3,682,452 377 

６ 諸 収 入 2,633,000 2,333,719 △299,281 

７ 市          債 826,200,000 744,500,000 △81,700,000 

８ 財 産 収 入 672,000 672,005 5 

計 2,928,857,475 2,746,466,222 △182,391,253 

・受益者負担金  現年度収納率  ９３．４２％ 

         不納欠損額      618,990円 
・下水道使用料  現年度収納率  ８３．５２％ 

         不納欠損額   1,792,697円 

歳 出                                   (単位：円) 

款   項   目 予 算 額 決 算 額 予算額と決算額との比較 

１ 下 水 道 事 業 費 1,187,530,475 971,912,798 215,617,677 

 1 下水道事業一般管理費 94,595,054 74,752,061 19,842,993 

2 施 設 管 理 費 331,825,946 300,968,769 30,857,177 

3 水 質 管 理 費 6,596,000 6,562,921 33,079 

4 下 水 道 建 設 費 754,513,475 589,629,047 164,884,428 

２ 公 債 費 1,740,827,000 1,734,579,674 6,247,326 

 1 元          金 1,452,082,000 1,452,081,372 628 

2 利          子 288,745,000 282,498,302 6,246,698 

３ 予 備 費 500,000 0 500,000 

計 2,928,857,475 2,706,492,472 222,365,003 

歳入歳出差引残高  39,973,750円 

         うち翌年度に繰り越すべき財源 6,175, 510円 

     ∴実質収支額  33,798,240円 



○工事請負費の内訳          ４９０，９６３，０４０円 

    ・汚水幹線管工事      １４６，９２８，５２０円 

・汚水枝線管工事       ３８，４６５，７２０円 

・処理場工事        １７９，０７８，８４０円 

    ・その他            ７，８３４，３２０円 

 

    （繰越明許）  

    ・汚水幹線管工事       ４６，０１０，２８０円 

    ・汚水枝線管工事       ５３，９７０，１６０円 

    ・ポンプ場工事        １７，４３３，２００円 

    ・その他            １，２４２，０００円 

 

   施工延長  

・汚水管            ２，２７３．７０ｍ 

    ・整備面積               ８．１３ha 

 

○繰越明許費（翌年度繰越）     １３０，５６３，２８０円 

     歳 出   工事請負費   １２９，４６１，６８０円 

           委託料      １，１０１，６００円 

歳 入   国庫補助金   ５５，１８７，７７０円 

           地方債     ６９，２００，０００円 

           一般財源      ６，１７５，５１０円 

 

 

○３０年度末整備状況 

全体計画面積  ２，６７８．４０ha 

認可計画面積  １，５１０．９０ha 

整 備 面 積   １，０７０．５１ha（処理区域面積 １，０７０．５１ha） 

行政区域人口    ６２，８３６人（２８，９６７世帯） 

処理区域人口    ３３，９９８人（１４，６５３世帯） 

水洗化人口     ３０，８１７人（１２，３５４世帯） 

普 及 率       ５４．１％（３０年３月末 国 ７８．８％、県 ６５．６％） 

水 洗 化 率       ９０．６％（３０年３月末 県 ９４．７％） 



委員会資料 

 

議案第６３号                               下水道課                                                                 

平成３０年度山陽小野田市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 

 

歳 入                                   (単位：円)  

款 予 算 額 決 算 額 予算額と決算額との比較 

１ 使 用 料 及 び 手 数 料 24,751,000 21,592,341 △3,158,659 

２ 繰 入 金 58,211,000 58,211,000 0 

３ 繰 越 金 162,000 162,996 996 

４ 諸 収 入 2,000 0 △2,000 

５ 市          債 4,800,000 4,800,000 0 

計 87, 926,000 84,766,337 △3,159,663 

 
・使用料     現年度収納率 ８２．６７％ 

         不納欠損額        28,931円 

 

歳 出                                   (単位：円) 

款   項   目 予 算 額 決 算 額 予算額と決算額との比較 

１ 農 業 集落 排 水 事 業 費 27,501,000 17,018,972 10,482,028 

２ 公 債 費 60,375,000 60,362,799 12,201 

 1 元          金 49,186,000 49,185,006 994 

2 利          子 11,189,000 11,177,793 11,207 

３ 予 備 費 50,000 0 50,000 

計 87,926,000 77,381,771 10,544,229 

 

歳入歳出差引残高     7,384,566円 



農業集落排水事業整備状況 

               （平成３１年３月末現在） 

[小野田西地区]  

 ・利用可能戸数      ５７２戸 

 ・水洗化済戸数      ５２３戸 

 ・未水洗化戸数       ４９戸 

 ・水洗化率       ９１．４％ 

 

 

[仁保の上地区]  

 ・利用可能戸数       ５１戸 

 ・水洗化済戸数       ４９戸 

 ・未水洗化戸数        ２戸 

 ・水洗化率       ９６．１％ 

 

 

[福田地区]  

 ・利用可能戸数       ７４戸 

 ・水洗化済戸数       ７２戸 

 ・未水洗化戸数        ２戸 

 ・水洗化率       ９７．３％ 





 



 
 


